
4

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｕ

Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ⅴ

町
は
、ま
ち
の
将
来
の
設
計
図
と
し
て「
新
十
津
川
町
第
５
次
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
最
も
重
要
な
計
画
で
、

年
後
の
ま
ち
の
将
来

10

像
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
や
町
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
方
向
を
示
し
た

も
の
で
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
、
総
合
行
政
審

議
会
な
ど
で
、多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
は
今
後
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

第
５
次
総
合
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
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る笑顔

きいき未来

将来像～

づくりの目標を設定し、

⃸
安心して子どもを生み、育てることができるよ

う、また、高齢者や障がい者が住み慣れた地域で

自立して暮らすことができるよう、多様な福祉・

保健・医療サービス体制を整え、住民一人ひとり

が生涯にわたっていきいきと暮らすことのできる

健やかなまちを目指します。

みんなでつくる健やかなまち

⃹
農業をはじめ、林業、商業、工業、観光の振興

に向けた支援を推進するとともに、産業間の多様

な交流や連携により新たな地域資源や産業を創出

し、元気あふれる豊かなまちを目指します。

みんなでつくる豊かなまち

特集

⃺
でつくる安心なまち

体制や防災体制の一層の充実に努め

交通安全や防犯を中心とした生活安

実を図り、子どもから高齢者まで住

りが穏やかな暮らしを実現できる安
おだ

目指します。
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特集●第５次総合計画

豊かな自然 あふれ

みんなで創る い

～10年後の目指すまちの

この将来像を実現するため、６つのまち

その達成に努めます。

⃼
住民と行政が互いに助け合いながらまちづくり

を進めることができるよう、情報の共有や住民活

動の支援を進めます。

また、住民に開かれた行財政運営を推進し、住

民とともに歩むまちを目指します。

みんなでともに歩むまち

⃻
子どもたちが心身ともにたくましく育つよう、

家庭や地域、学校の連携により地域に開かれた特

色ある学校教育を推進し、生きる力を育みます。

また、学習活動や読書活動、文化・スポーツ活

動の場と機会を提供し、住民が生涯にわたって自

ら学び、自己実現を図ることができる学びのまち

を目指します。

みんなでつくる学びのまち

⃷
省エネルギーや省資源への取り組み、廃棄物の

適正処理やリサイクルの促進に努め、循環型社会

の形成を進めます。

また、住宅、公園・緑地、上下水道などの生活

基盤の充実や、道路環境や除排雪体制の整備、地

域公共交通の確保に努め、誰もが住みたい、住み

続けたいと思える住みよいまちを目指します。

みんなでつくる住みよいまち

みんな

消防救急

るとともに、

全体制の充

民一人ひと

心なまちを
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本
町
の
人
口
は
、
昭
和

年
の

30

1
万
６
１
９
９
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
を
続
け
、
平
成

年
の
国
勢
調

22

査
で
は
７
２
４
９
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
将
来
人
口
を
推
計
す
る

と
、

年
後
の
平
成

年
に
は
、

10

33

６
０
４
０
人
に
な
り
ま
す
。

平成33年／

平成22年

平成33年

（2021年）

平成28年

（2016年）

平成22年

（2010年）

0.836,040人6,620人7,249人総人口

1.10
2,690人

（44.5％）

2,670人

（40.3％）

2,455人

（33.9％）

老年人口

（65歳以上）

0.71
2,790人

（46.2％）

3,270人

（49.4％）

3,936人

（54.3％）

生産年齢人口

（15～64歳）

0.65
560人

（9.3％）

680人

（10.3％）

858人

（11.8％）

年少人口

（14歳以下）

0.952,570世帯2,670世帯2,694世帯世帯数

0.872.35人2.48人2.69人世帯の平均人数
ま
た
、
年
齢
に
よ
る
人
口
比
率

で
は
、
現
在
、
年
少
人
口
（

歳
14

以
下
）
の
比
率
は

・
８
％
、
老

11

年
人
口
（

歳
以
上
）
は

・
９

65

33

％
で
す
が
、

年
後
に
は
そ
れ
ぞ

10

れ
９
・
３
％
、

・
５
％
に
な
る

44

と
推
計
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
推
計
を
踏
ま
え
て
、

総
合
計
画
に
定
め
る
各
種
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

で
、

年
後
の
目
標
人
口
を

６
３

10

０
０
人
に
設
定
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
ど
う
向
き
合
う
か
？

△国勢調査結果から推計した５年後と10年後の人口

△年齢別に見た５年後と10年後の人口比率

（％）
100

80

60

40

20

0
平平成22平成22年年 平成28平成28年年 平成33平成33年年

33.33.99
40.40.33 44.44.55

54.54.33
49.49.44 46.46.22

11.11.88 10.10.33 9.9.33

年少人年少人口口

生産年齢人生産年齢人口口

老年人老年人口口

△推計人口と総合計画の目標人口

8,500

8,000

7,500

7,000

6,500

6,000

5,500

（人）

88,068,0677

7,687,6844

7,247,2499

6,766,7600

6,626,6200

6,046,0400

総合計画に定め

る取り組みの積

極的展開

目標

6,300人

目標人目標人口口

推計人推計人口口

ɟɟ

ɜɜɜ

平平成12平成12年年 平成17平成17年年 平成22平成22年年 平成28平成28年年 平成33平成33年年
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特集●第５次総合計画

基本構想

基本計画

実施計画

目指すまちの将来像と基本的な

方向性を示すもので、総合計画

の根幹となる部分です。

目標年次は平成33年度（10年後）。

基本構想を実現するための政策

や各分野の施策を示すものです。

目標年次は平成33年度（10年後）。

基本計画に掲げる施策を実現す

るための具体的な事業を示すも

のです。

事業の達成度合いや社会情勢を

確認しながら、毎年見直しを行

います。現在、前期計画の策定

を進めているところです。

目標年次は平成28年度（５年後）。

町
は
、
現
在
「
実
施
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
政
策
や

施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

社
会
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

各
事
業
の
実
施
時
期
や
事
業
費
を

示
し
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
に
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

※
現
在
、
新
十
津
川
町
第
５
次
総

合
計
画
の
製
本
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
４
月
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

計
画
書
の
本
編
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
昨
年

月

日
～

日
に
実
施

12

16

29

し
た
総
合
計
画（
素
案
）に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

提
出
さ
れ
た
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

実
施
計
画
の
策
定

眼
眼

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

総
合
計
画
の
構
成
と
年
次
目
標

総
合
計
画
は
、
新
十
津
川
町
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
第

条
の
規

27

定
に
よ
り
策
定
す
る
計
画
で
す
。

新
し
い
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
か

ら
、
次
の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え

方
に
基
づ
い
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

陰
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
計
画
づ

く
りア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
域
懇
談

会
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
住
民
の

視
点
に
立
っ
た
計
画
と
し
て
い
ま

す
。

隠
実
効
性
と
実
現
性
の
あ
る
計
画

づ
く
り

重
要
度
や
緊
急
性
な
ど
事
業
の

優
先
度
を
考
慮
し
、
実
効
性
と
実

現
性
の
あ
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

韻
分
か
り
や
す
い
計
画
づ
く
り

よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
や
表

現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
具
体
的

な
数
値
目
標
（
成
果
指
標
）
を
設

定
し
、
ど
れ
だ
け
計
画
が
進
ん
で

い
る
か
が
分
か
り
や
す
い
計
画
と

し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
策
定
方
針

目指すまちの将来像

33323130292827262524年度

基本構想【平成24～33年度】

基本計画【平成24～33年度】

実施計画【平成24～28年度】

毎年見直し

毎年見直し


